
 

 

ク
リ
ミ
ア
半
島
の
７
つ
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
に
関
す
る
考
察 

 
 

 

ロ
シ
ア
・
プ
ー
チ
ン
政
権
に
よ
っ
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
領
か
ら
実
質
上
ロ
シ
ア
領
に
編
入
さ
れ
た
ク
リ
ミ
ア

半
島
。
そ
の
半
島
に
、
世
界
最
古
の
世
界
最
古
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
７
基
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
が
考
古
学

者
・
地
球
物
理
学
者
た
ち
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
支
配
力
の
あ
る
メ
デ
ィ
ア
は
、

こ
れ
に
関
す
る
報
道
を
抑
制
し
て
い
る
。
２
０
１
４
年
春
か
ら
の
緊
迫
す
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
の
背
後
に
、

こ
の
知
ら
れ
ざ
る
７
つ
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
秘
密
あ
る
い
は
利
権
を
め
ぐ
る
争
奪
戦
も
潜
ん
で
い
る
の
だ
ろ

う
か
と
、
勘
ぐ
る
見
方
も
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
に
昨
今
多
く
み
か
け
ら
れ
る
。 

ク
リ
ミ
ア
半
島
の
南
西
部
、
ヘ
ル
ソ
ネ
ス
岬
か
ら
サ
リ
チ
岬
に
か
け
て
の
黒
海
沿
岸
に
近
接
し
て
、
直
線

状
に
７
つ
並
ん
だ
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
（
図
１
参
照
）。
そ
の
起
源
は
、
約
一
万
年
前
に
さ
か
の
ぼ
る
と
い
う
。
２

０
０
２
年
７
月
。
ロ
シ
ア
の
研
究
者
た
ち
は
セ
バ
ス
ト
ポ
リ
（
当
時
は
名
実
と
も
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
領
）
の
地

球
物
理
学
者
、V

ita
ly

 G
o
k

h

（
ヴ
ィ
タ
リ
・
ゴ
フ
）
准
教
授
の
チ
ー
ム
と
合
流
し
、
地
中
に
隠
れ
た
ピ
ラ

ミ
ッ
ド
Ｎ
ｏ
３
（
北
西
端
の
ぴ
あ
ミ
ッ
ド
か
ら
数
え
て
３
つ
め
）
の
探
査
・
調
査
を
行
っ
た
。 

そ
の
調
査
の
調
査
結
果
に
基
づ
い
て
、
以
下
議
論
し
て
い
く
。 
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ま
ず
、
図
２
～
３
に
示
し
た
の
が
、
こ
の
Ｎ
ｏ
３
地
中
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
と
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
の
寸
法
測
定
結
果
、

お
よ
び
、
堆
積
物
の
化
学
分
析
結
果
だ
。
酸
化
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
と
酸
化
第
一
銅
か
ら
成
る
層
、
そ
し
て
ま
た

一
つ
、
粘
土
と
硫
酸
第
一
鉄
か
ら
成
る
層
が
発
見
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
持
つ
驚
く
べ
き

事
実
も
発
見
さ
れ
た
の
だ
。
そ
れ
は
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
全
体
が
自
分
自
身
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
生
・
放
出
し
、

星
々
（
カ
ノ
ー
プ
ス
、
ベ
ガ
、
カ
ペ
ラ
）
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
送
受
信
し
あ
う
と
い
う
機
能
だ
。 

そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
粒
子
・
波
動
の
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
水
晶
（
石
英
）
の
層
と
珪
酸
質
石
膏
の
接
触
電

位
差
に
よ
る
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
（
図
４
参
照
）。
こ
の
今
も
続
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
放
出
に
身
体
を
曝
し
た
こ

と
に
よ
り
、
研
究
者
た
ち
の
健
康
状
態
に
は
好
ま
し
い
効
果
が
あ
っ
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
今
後
２
１
６

０
年
間
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
放
出
を
続
け
て
い
く
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。 

ゴ
フ
准
教
授
ら
の
仮
説
に
よ
れ
ば
、
ク
リ
ミ
ア
半
島
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
は
、
地
球
上
に
分
布
す
る
他
の 

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
イ
ー
ス
タ
ー
島
ま
で
）
と
共
振
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
３
つ
の
恒
星

（
ベ
ガ
、
カ
ペ
ラ
、
カ
ノ
ー
プ
ス
）
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
や
り
取
り
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
（
図
５
参
照
）
。 

そ
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
群
の
あ
る
場
所
と
し
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
チ
ベ
ッ
ト
、
ク
リ
ミ
ア
半
島
、
英
国
、

http://tainy.net/5506-piramidy-kryma.html
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エ
ジ
プ
ト
、
北
西
ア
フ
リ
カ
、
南
西
ア
フ
リ
カ
、
南
東
ア
フ
リ
カ
、
バ
ミ
ュ
ー
ダ
、
メ
キ
シ
コ
、
ブ
ラ
ジ
ル
、

イ
ー
ス
タ
ー
島
を
挙
げ
て
い
る
。
グ
ラ
ハ
ム
・
ハ
ン
コ
ッ
ク
の
説
に
よ
れ
ば
、R

in
g
 o

f b
ro

d
g
a

r

（
リ
ン

グ
・
オ
ブ
・
ブ
ロ
ッ
ガ
ー
：
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
環
状
列
石
）
が
、
英
国
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
に
該
当
す
る
と
い

う
。 
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わ
が
日
本
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
（
例
え
ば
、
酒
井
勝
軍
が
発
見
し
た
そ
れ
の
よ
う
な
）
は
、
こ
れ
ら
の
一
連
の

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
中
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
ゴ
フ
准
教
授
は
、
そ
の
レ
ポ
ー
ト
の
中
で
、

日
本
の
神
社
の
鳥
居
と
の
関
連
を
指
摘
し
て
い
る
。 

さ
て
、ta

in
y.n

e
t 

と
、v

ita
ly
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o
k

h
.n

a
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d
.ru
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に
記
載
さ
れ
た
上
述
の
内
容
に
対
し
て
、
さ
ら
に
筆

者
に
よ
っ
て
考
察
を
加
え
、
新
た
な
仮
説
の
提
示
、
論
証
の
展
開
を
行
っ
て
い
き
た
い
。 

 (

１)  

酸
化
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
と
酸
化
第
一
銅
か
ら
成
る
層
に
つ
い
て 

 

筆
者
は
、
東
日
本
大
震
災
（
２
０
１
１
年
３
月
１
１
日
）
の
後
、
し
ば
ら
く
電
力
供
給
が
不
安
定
な
時
期

が
続
い
た
時
に
、
各
家
庭
が
こ
の
よ
う
な
非
常
時
に
い
か
に
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
自
給
す
べ
き
か
、
解
決
策

に
つ
い
て
考
え
て
い
た
。
ソ
ー
ラ
ー
、
風
力
（
お
よ
び
補
完
す
る
蓄
電
設
備
）
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
ボ
ン
ベ
等

を
配
備
し
て
い
た
家
庭
は
、
困
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
よ
り
構
造
が
シ
ン
プ
ル
で
故
障
し
た
際
も
ユ
ー

ザ
ー
が
容
易
に
補
修
で
き
る
、
異
種
金
属
の
電
位
差
を
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
転
換
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構
想

し
、
そ
の
検
証
を
し
て
み
た
。
そ
の
結
果
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
板
と
銅
板
を
交
互
に
直
列
に
配
置
し
て
何
層
も

の
積
層
体
と
し
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
板
と
銅
板
の
間
に
は
、
塩
水
を
浸
み
込
ま
せ
た
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
を

は
さ
ん
で
お
く
と
、L

E
D

電
球
や
ラ
ジ
オ
を
駆
動
さ
せ
る
に
足
り
る
十
分
な
電
力
が
得
ら
れ
た
。
積
層
体

の
規
模
を
大
き
く
す
れ
ば
、
電
力
消
費
が
大
き
い
他
の
様
々
な
機
器
を
駆
動
で
き
る
。 
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こ
の
電
池
を
長
く
使
う
と
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
表
面
、
銅
表
面
は
酸
化
さ
れ
、
や
が
て
発
電
性
能
は
低
下
し

て
く
る
。
そ
う
な
っ
た
時
は
、
酸
化
さ
れ
た
金
属
表
面
を
研
磨
し
、
新
品
の
テ
ィ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
（
薄
い
保

水
力
の
あ
る
絶
縁
体
シ
ー
ト
な
ら
、
何
で
も
い
い
で
あ
ろ
う
）
に
塩
水
を
吸
収
さ
せ
て
積
層
体
を
再
構
築
す

れ
ば
、
発
電
性
能
は
回
復
す
る
。 

ク
リ
ミ
ア
半
島
の
地
下
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
内
に
見
つ
か
っ
た
、
酸
化
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
と
酸
化
第
一
銅
か
ら
成

る
層
は
、
以
上
に
示
し
た
よ
う
な
簡
易
な
発
電
シ
ス
テ
ム
が
長
期
間
運
転
し
て
金
属
が
酸
化
し
つ
く
し
た

結
果
、
そ
こ
に
残
っ
た
酸
化
物
の
残
渣
で
は
な
か
ろ
う
か
？
と
い
う
の
が
筆
者
の
仮
説
で
あ
る
。
ゴ
フ
准
教

授
の
ウ
ェ
ブ
記
事
を
読
む
と
、
地
球
中
心
の
コ
ア
で
核
融
合
反
応
が
常
時
起
こ
っ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
取
り
出
せ
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
Ｎ
ｏ
３
に
お
い
て
、
金

http://www.grahamhancock.com/phorum/read.php?f=1&i=211532&t=211532
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属
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
・
金
属
銅
の
電
位
差
を
利
用
す
る
発
電
は
、
補
助
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
あ
っ
た
と
考
え

る
こ
と
も
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
、
以
上
の
仮
説
は
、
こ
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
が
建
設
さ
れ
た
時
代
に
、
地
球
上
に

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
や
銅
の
精
錬
技
術
が
存
在
し
て
い
た
、
あ
る
い
は
、
Ｅ
Ｔ
が
地
球
外
か
ら
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
と

銅
を
ク
リ
ミ
ア
半
島
に
持
ち
込
ん
だ
と
い
う
前
提
に
基
づ
い
て
成
立
す
る
。 

 

（
２
）
ク
リ
ミ
ア
半
島
で
は
７
基
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
が
発
見
済
み
。
未
発
見
は
５
基
か
？ 

ゴ
フ
准
教
授
の
研
究
・
仮
説
の
詳
細
が
記
載
さ
れ
た
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トv

ita
ly

-g
o
k

h
.n

a
ro

d
.ru

/

の
中
で
、

ゴ
フ
氏
は
、
３
つ
の
恒
星
（
ベ
ガ
、
カ
ペ
ラ
、
カ
ノ
ー
プ
ス
）
と
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
と
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
相
互
作
用

は
計
算
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
結
論
だ
と
し
て
い
る
（A

cco
rd

in
g
 to

 th
e
 m

a
th

e
m

a
tica

l ca
lcu

la
tio

n

）。 

ま
た
、
地
球
上
に
お
け
る
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
総
数
は
１
４
４
０
０
０
で
あ
り
（1

2
 X

 1
2

 x
 1

0
0

0

）、
１
４
４

基
の
基
幹
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
が
配
下
の
１
０
０
０
基
の
小
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
統
括
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
こ

の
１
２
と
い
う
マ
ジ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
は
、
占
星
術
の
１
２
宮
、
１
年
の
１
２
か
月
、
１
２
使
徒
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
の

１
２
重
ら
せ
ん
構
造
に
呼
応
し
て
い
る
。 

 

こ
の
ゴ
フ
氏
の
説
に
筆
者
が
付
け
加
え
る
仮
説
を
述
べ
る
。
図
５
に
示
さ
れ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら

イ
ー
ス
タ
ー
島
に
か
け
て
分
布
し
た
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
が
最
上
位
の
階
層
に
あ
る
１
２
基
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
に
な

る
。
と
す
れ
ば
、
図
１
に
表
示
さ
れ
た
、
ク
リ
ミ
ア
半
島
で
発
見
済
み
の
地
上
・
地
中
７
基
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

に
加
え
て
、
未
発
見
の
５
基
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
が
存
在
す
る
は
ず
で
あ
る
。
Ｎ
Ｏ
３
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
が
ク
リ
ミ

ア
半
島
に
お
け
る
基
幹
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
で
あ
り
、
他
の
１
１
基
は
Ｎ
Ｏ
３
の
支
配
下
に
あ
る
わ
け
だ
。
そ
の
残

さ
れ
た
未
発
見
の
５
基
に
関
す
る
思
惑
も
、
ク
リ
ミ
ア
半
島
の
領
有
を
め
ぐ
る
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
共

和
国
・
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
側
と
の
対
立
の
背
景
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
推
測
さ
れ
る
。 

 
 

 

（
３
）
３
つ
の
恒
星
（
ベ
ガ
、
カ
ペ
ラ
、
カ
ノ
ー
プ
ス
）
と
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
と
の
共
鳴
（re

so
n

a
n

ce

） 

 

ベ
ガ
（
こ
と
座
ア
ル
フ
ァ
。
織
姫
星
）
と
カ
ペ
ラ
（
ぎ
ょ
し
ゃ
座
ア
ル
フ
ァ
）
は
、
日
本
で
も
お
な
じ
み

の
星
で
あ
る
。
カ
ノ
ー
プ
ス
（
り
ゅ
う
こ
つ
座
ア
ル
フ
ァ
。
南
極
老
人
星
と
も
呼
ば
れ
る
）
は
、
南
日
本
か

ら
水
平
線
す
れ
す
れ
に
観
測
さ
れ
る
星
で
あ
り
、
今
ひ
と
つ
な
じ
み
の
な
い
星
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

Ｗ
ｉ
ｋ
ｉ
ｐ
ｅ
ｄ
ｉ
ａ
に
よ
れ
ば
、
ベ
ガ
、
カ
ペ
ラ
、
カ
ノ
ー
プ
ス
の
天
球
に
お
け
る
位
置
は
次
の
通
り
。 

 

ベ
ガ
： 

赤
経
１
８
Ｈ
３
６
Ｍ 

赤
緯
プ
ラ
ス
３
８
度
４
７
分 

 

カ
ペ
ラ
： 

赤
経
５
Ｈ
１
６
Ｍ 

赤
緯
プ
ラ
ス
４
５
度
５
９
分 

 

カ
ノ
ー
プ
ス
： 

赤
経
６
Ｈ
２
３
Ｍ 

赤
緯
マ
イ
ナ
ス
５
２
度
４
１
分 

 

 

カ
ペ
ラ
と
カ
ノ
ー
プ
ス
の
赤
経
は
、
ほ
ぼ
６
Ｈ
で
あ
る
か
ら
、
ベ
ガ
の
赤
経
約
１
８
Ｈ
に
対
し
て
経
度
で



 

 

１
８
０
度
（
反
対
側
）
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

次
に
、
ヴ
ィ
タ
リ
・
ゴ
フ
准
教
授
が
挙
げ
た
１
２
の
基
幹
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
う
ち
、
特
に
重
要
な
３
基
（
チ

ベ
ッ
ト
、
イ
ー
ス
タ
ー
島
、
ク
リ
ミ
ア
半
島
）
の
地
球
上
に
お
け
る
位
置
は
次
の
よ
う
に
な
る
。 

 

チ
ベ
ッ
ト
（
代
表
と
し
て
ラ
サ
）：
北
緯
２
９
度
３
９
分 

東
経
９
１
度
１
分 

 

イ
ー
ス
タ
ー
島
：
南
緯
２
７
度
７
分 

西
経
１
０
９
度
２
２
分 

 

ク
リ
ミ
ア
半
島
（
代
表
と
し
て
セ
バ
ス
ト
ポ
リ
）
北
緯
４
４
度
３
６
分 

東
経
３
３
度
３
１
分 

 

チ
ベ
ッ
ト
と
イ
ー
ス
タ
ー
島
の
経
度
差
は
、
１
０
９
プ
ラ
ス
９
１
＝
２
０
０
度
で
あ
り
、
１
８
０
度
に
近

く
、
ま
た
、
緯
度
は
北
緯
２
９
度
、
南
緯
２
７
度
と
対
称
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
２
地
点
は
地
球
上
の

ほ
ぼ
対
極
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

約
１
２
０
０
０
年
後
に
地
球
の
歳
差
運
動
に
よ
っ
て
、
ベ
ガ
が
北
極
星
、
カ
ノ
ー
プ
ス
が
南
極
星
と
な
る

こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
る
。
３
つ
の
恒
星
（
ベ
ガ
、
カ
ペ
ラ
、
カ
ノ
ー
プ
ス
）
の
天
球
で
の
位
置
（
立
体
角
）

を
、
地
球
上
の
３
基
の
基
幹
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
位
置
に
あ
て
は
め
て
み
る
と
、
チ
ベ
ッ
ト
と
イ
ー
ス
タ
ー
島
は

対
極
を
な
し
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
、
チ
ベ
ッ
ト
を
ベ
ガ
に
、
イ
ー
ス
タ
ー
島
を
カ
ノ
ー
プ
ス
に
対
応
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
、
で
は
、
カ
ペ
ラ
は
、
ク
リ
ミ
ア
半
島
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
に
対
応
す
る
の
だ
ろ
う
か
？
実
は
そ

う
で
は
な
い
。
前
掲
の
ベ
ガ
、
カ
ペ
ラ
、
カ
ノ
ー
プ
ス
の
位
置
関
係
を
今
一
度
考
察
し
て
み
る
と
、
カ
ペ
ラ

と
カ
ノ
ー
プ
ス
の
赤
経
は
ほ
ぼ
同
じ
で
、
赤
緯
は
９
７
度
（
約
９
０
度
）
離
れ
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
、
球
の

切
り
口
の
半
円
（
分
度
器
の
形
状
）
で
位
置
を
表
現
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
角
度
０
度
の
と
こ
ろ
に
ベ
ガ
、
１

８
０
度
の
と
こ
ろ
に
カ
ノ
ー
プ
ス
が
い
て
、
９
０
度
の
と
こ
ろ
に
カ
ペ
ラ
が
位
置
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
も
し
、
チ
ベ
ッ
ト
（
ラ
サ
）
か
ら
出
発
し
て
地
球
表
面
上
を
移
動
し
、（
現
在
の
）
北
極
点
に
向
け
て

北
上
し
、
北
極
点
を
越
え
て
か
ら
南
下
す
る
と
イ
ー
ス
タ
ー
島
に
到
達
す
る
わ
け
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
大
圏

航
路
上
、
カ
ナ
ダ
北
部
の
ジ
ー
ス
海
峡
（
ビ
ク
ト
リ
ア
島
と
ケ
ン
ト
半
島
の
間
。
西
経
１
０
９
度
、
北
緯
７

０
度
）
の
と
こ
ろ
に
、
カ
ペ
ラ
、
す
な
わ
ち
も
う
ひ
と
つ
の
隠
れ
た
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
が
存
在
す
る
可
能
性
が
示

さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

チ
ベ
ッ
ト
か
ら
ク
リ
ミ
ア
半
島
（
発
見
済
み
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
７
基
）
を
通
り
、
グ
ラ
ハ
ム
・
ハ
ン
コ
ッ
ク

が
指
摘
し
た
リ
ン
グ
・
オ
ブ
・
ブ
ロ
ッ
ガ
ー
を
経
由
し
て
イ
ー
ス
タ
ー
島
に
達
す
る
大
圏
航
路
を
想
定
す
る

こ
と
も
で
き
る
。
こ
の
（
現
在
の
）
北
極
点
を
通
ら
な
い
大
圏
航
路
の
場
合
は
、
そ
の
道
筋
は
メ
キ
シ
コ
の

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
経
由
し
な
い
ど
こ
ろ
か
（
北
極
点
経
由
の
場
合
、
メ
キ
シ
コ
を
南
北
に
縦
断
）、
グ
ア
テ
マ

ラ
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
す
ら
接
近
せ
ず
に
、
パ
ナ
マ
の
あ
た
り
を
北
北
西
か
ら
南
南
東
の
方
向
に
向
け
て
通
る

道
筋
に
な
っ
て
し
ま
う
。 

 

従
っ
て
、
ク
リ
ミ
ア
半
島
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
は
、
そ
の
存
在
に
よ
っ
て
、「
３
つ
の
恒
星
と
地
球
と
が
エ
ネ



 

 

ル
ギ
ー
粒
子
・
波
動
を
介
し
て
共
鳴
す
る
」
と
い
う
知
識
を
人
類
に
授
け
て
は
く
れ
る
が
、
ク
リ
ミ
ア
半
島

の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
自
身
は
、
重
要
な
位
置
（
ベ
ガ
、
カ
ペ
ラ
、
カ
ノ
ー
プ
ス
の
位
置
の
よ
う
な
）
に
あ
る
こ
と

を
自
己
否
定
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
今
後
１
２
０
０
０
年
を
か
け
て
、
ベ
ガ
が
北
極
星
の
位
置
に
、

カ
ノ
ー
プ
ス
が
南
極
星
の
位
置
に
移
る
と
い
う
こ
と
は
、
地
球
の
地
軸
が
全
宇
宙
に
対
し
て
相
対
的
に
傾

く
だ
け
の
単
純
な
現
象
で
済
む
は
ず
が
な
く
、
地
球
と
全
宇
宙
の
共
鳴
状
態
に
著
し
い
変
化
を
お
よ
ぼ
す

こ
と
で
あ
ろ
う
か
ら
、
地
球
上
の
自
然
環
境
条
件
を
激
変
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。 

 
 

 

（
４
）
片
方
の
半
球
に
集
中
す
る
１
２
基
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド 

 

ヴ
ィ
タ
リ
・
ゴ
フ
准
教
授
の
考
察
の
中
で
は
、
ク
リ
ミ
ア
半
島
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
群
の
う
ち
、
一
部
は
水
が

め
座
に
、
一
部
は
ペ
ガ
サ
ス
に
、
そ
し
て
ま
た
一
部
は
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
銀
河
（
大
星
雲
）
に
対
応
す
る
と
論

述
さ
れ
て
い
る
。
ポ
ー
ル
シ
フ
ト
（
こ
れ
は
伝
統
的
科
学
が
証
明
し
た
歳
差
運
動
と
は
別
の
、
地
球
の
自
転

軸
の
ず
れ
で
あ
る
が
）
が
起
こ
る
と
、
実
際
に
チ
ベ
ッ
ト
と
イ
ー
ス
タ
ー
島
が
極
地
（
回
転
軸
上
）
に
な
っ

て
し
ま
う
の
で
、
イ
ー
ス
タ
ー
島
で
の
パ
ワ
ー
損
失
を
補
う
た
め
に
、
当
時
の
人
々
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
建
設
し
た
と
、
ゴ
フ
准
教
授
は
説
明
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
イ
ー
ス
タ
ー
島
～
パ

ナ
マ
付
近
～
バ
ミ
ュ
ー
ダ
～
リ
ン
グ
・
オ
ブ
・
ブ
ロ
ッ
ガ
ー
～
ク
リ
ミ
ア
半
島
～
チ
ベ
ッ
ト
～
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
を
経
由
す
る
大
圏
は
、
１
２
基
の
基
幹
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
片
方
の
半
球
の
み
に
偏
在
さ
せ
る
境
界
円
を

描
く
こ
と
に
な
る
。
こ
の
片
方
の
半
球
の
う
ち
に
入
ら
な
い
、
中
国
、
日
本
な
ど
で
も
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
が
見
つ

か
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ゴ
フ
准
教
授
は
何
も
議
論
し
て
い
な
い
の
で
、
筆
者
が
仮
説
を
ま
じ
え
て
議

論
し
て
お
き
た
い
。
そ
の
前
に
、
水
が
め
座
、
ペ
ガ
ス
ス
（
ペ
ガ
サ
ス
）
座
、
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
銀
河
の
天
球

に
お
け
る
座
標
（
Ｗ
ｉ
ｋ
ｉ
ｐ
ｅ
ｄ
ｉ
ａ
を
参
照
）
を
示
し
て
お
く
。 

 

水
が
め
座
：
赤
経
２
３
Ｈ 

赤
緯
マ
イ
ナ
ス
１
５
度 

 

ペ
ガ
ス
ス
座
：
赤
経
２
３
Ｈ 

赤
緯
プ
ラ
ス
２
０
度 

 

ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
銀
河
：
赤
経
０
Ｈ
４
２
Ｍ 

赤
緯
プ
ラ
ス
４
１
度
１
６
分 

 

日
本
（
代
表
と
し
て
東
京
）
の
位
置
は
、
東
経
１
３
９
度
３
４
分
、
北
緯
３
５
度
４
分
で
あ
る
。
チ
ベ
ッ

ト
（
ラ
サ
）
と
４
８
度
く
ら
い
し
か
離
れ
て
い
な
い
た
め
、
チ
ベ
ッ
ト
を
ベ
ガ
と
み
な
し
た
場
合
、
水
が
め

座
、
ペ
ガ
ス
ス
座
、
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
銀
河
の
位
置
は
、
東
京
と
は
る
か
離
れ
た
太
平
洋
上
に
対
応
す
る
。
ム

ー
大
陸
が
か
つ
て
存
在
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
範
囲
で
あ
る
。
従
っ
て
、
仮
に
日
本
国
内
で
見
つ

か
っ
た
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
が
、
全
地
球
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
合
計
１
４
４
０
０
０
基
の
中
に
入
っ
て
い
る
と
し
て
も
、

そ
の
格
は
高
く
な
く
、
か
つ
て
ム
ー
大
陸
に
存
在
し
た
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
末
社
と
で
も
言
う
べ
き
存
在
と
な

る
で
あ
ろ
う
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
「
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
丘
」
と
呼
ば
れ
る
一
風
変
わ
っ
た
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
が
１
７



 

 

７
６
基
も
見
つ
か
っ
て
い
る
の
で
、
ム
ー
大
陸
に
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
各
上
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
か
ら
の
支

配
は
、
日
本
だ
け
で
な
く
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
も
及
ん
で
い
た
と
考
え
る
ほ
う
が
自
然
で
あ
ろ
う
。 

（
５
）
ス
キ
タ
イ
、
サ
ル
マ
チ
ア
（
サ
ル
マ
タ
イ
）
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
伝
承
と
の
関
連 

 

ク
リ
ミ
ア
半
島
に
約
一
万
年
も
前
か
ら
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
が
存
在
し
て
い
る
、
し
か
も
地
中
に
埋
ま
っ
て
は

い
る
も
の
の
、
多
く
は
土
砂
・
森
林
が
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
シ
ル
エ
ッ
ト
を
保
ち
な
が
ら
被
覆
し
て
い
る
お
か
げ

で
、
た
と
え
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
維
持
管
理
し
て
い
た
人
々
が
死
に
絶
え
た
と
し
て
も
、
そ
の
後
ク
リ
ミ
ア
半
島

に
進
出
し
た
人
々
は
、
そ
の
山
々
の
形
状
か
ら
、
こ
の
場
所
に
は
多
く
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
が
存
在
す
る
と
い
う

信
念
を
も
つ
に
至
っ
た
と
想
像
す
る
の
は
、
き
わ
め
て
自
然
で
あ
る
。
ゴ
フ
准
教
授
ら
が
発
掘
・
調
査
す
る

２
０
０
２
年
ま
で
誰
も
そ
の
存
在
を
知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
あ
り
得
な
い
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

よ
う
に
、
ク
リ
ミ
ア
半
島
を
支
配
し
た
民
族
は
め
ま
ぐ
る
し
く
入
れ
替
わ
っ
た
。
キ
ン
メ
リ
ア
人
、
ス
キ
タ

イ
人
、
ロ
ー
マ
人
、
ゴ
ー
ト
人
、
フ
ン
人
、
ブ
ル
ガ
ー
ル
人
、
ハ
ザ
ー
ル
人
、
キ
エ
フ
大
公
国
、
ビ
ザ
ン
テ

ィ
ン
帝
国
、
キ
プ
チ
ャ
ク
人
、
ト
ル
コ
人
、
ロ
シ
ア
人
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
共
和
国
。
筆
者
は
、
ク
リ
ミ
ア
半
島

の
地
方
史
に
関
し
て
、
ま
と
ま
っ
た
資
料
は
も
っ
て
い
な
い
し
、
仮
に
そ
の
よ
う
な
地
方
史
が
書
籍
等
の
資

料
と
し
て
存
在
し
て
い
た
と
し
て
も
、
こ
の
よ
う
に
め
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
っ
た
支
配
体
制
の
せ
い
で
、
ピ
ラ

ミ
ッ
ド
に
関
す
る
長
年
の
調
査
に
基
づ
く
、
客
観
的
考
察
に
基
づ
い
た
研
究
成
果
の
集
大
成
が
、
そ
う
い
っ

た
資
料
の
中
で
十
分
な
ペ
ー
ジ
数
を
占
め
て
い
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
恐
ら
く
、
時
代
時
代
の
人
々
の
心
の

中
に
、
親
か
ら
子
へ
と
言
い
伝
え
ら
れ
る
伝
承
と
し
て
、「
ク
リ
ミ
ア
半
島
に
は
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
が
あ
る
。
し

か
も
、
起
源
は
か
な
り
古
い
も
の
ら
し
い
」
と
い
う
信
念
・
意
識
と
し
て
残
っ
た
に
違
い
な
い
。
ま
た
、
か

な
り
古
代
の
時
期
で
あ
る
と
一
般
的
に
は
考
え
ら
れ
て
い
る
ス
キ
タ
イ
の
時
期
で
す
ら
、
こ
の
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
群
が
建
設
さ
れ
た
時
期
と
比
較
す
れ
ば
、
ま
さ
に
我
々
の
生
き
て
い
る
現
代
に
近
接
し
た
時
代
で
あ
る

と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
ス
キ
タ
イ
関
連
の
資
料
に
絞
っ
て
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
に
関
す
る
伝
承
が
な
い
か
調
べ

て
み
る
こ
と
だ
け
で
も
、
過
去
の
ク
リ
ミ
ア
半
島
の
住
民
に
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
が
い
か
に
認
知
さ
れ
て
い
た
か

に
つ
い
て
、
お
ぼ
ろ
げ
な
イ
メ
ー
ジ
を
得
る
こ
と
が
可
能
で
は
な
い
か
と
思
え
る
。 

 

筆
者
は
、
た
ま
た
ま
ロ
シ
ア
語
で
書
か
れ
た
関
連
書
籍
「С

К
И
Ф
Ы
 
С
т
р
о
и
т
е
л
и
 
с
т

е
п
н
ы
х
 
п
и
р
а
м
и
д

」（T
a

m
a
ra

 T
a
lb

o
t R

ice

著 
2

0
0

3

）
を
持
っ
て
い
る
。
本
の
表
題
を

日
本
語
に
訳
す
と
、「
ス
キ
タ
イ 

ス
テ
ッ
プ
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
建
設
者
た
ち
」
で
あ
り
、
ま
さ
に
筆
者
の

探
究
に
と
っ
て
ぴ
っ
た
り
の
題
名
で
あ
る
。
今
回
の
考
察
に
あ
た
っ
て
、
し
ば
ら
く
積
ん
読
に
な
っ
て
い
た

こ
の
書
籍
を
読
み
通
し
て
み
た
と
こ
ろ
（
実
際
に
は
次
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
誰
で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
・
自

動
翻
訳
で
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
）、
少
し
が
っ
か
り
し
た
こ
と
に
は
、
こ
の
表
題
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
実
際
に
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
に
つ
い
て
記
載
し
て
い
る
箇
所
は
２
か
所
で
あ
っ
た
。 



 

 

 
h

ttp
://b

ib
lio

te
k

a
r.ru

/sk
ify

/in
d

e
x
.h

tm
 

 

１
１
３
ペ
ー
ジ
：
第
３
章 

埋
葬 

 

シ
ベ
リ
ア
で
発
見
さ
れ
た
墓
（
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
）
の
規
模
・
埋
葬
品

等
に
関
す
る
記
述 

 

２
０
３
ペ
ー
ジ
：
第
６
章 

ス
キ
タ
イ
の
遺
産 

 

中
欧
の
ハ
ル
シ
ュ
タ
ッ
ト
文
化
ケ
ル
ト
人
の
装
飾

品
の
デ
ザ
イ
ン
に
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
模
様
が
あ
る
。
ス
キ
タ
イ
・
サ
ル
マ
チ
ア
の
文
化
の
影
響
と
論
述
。 

 

要
は
、
ス
キ
タ
イ
の
金
細
工
工
芸
な
ど
の
驚
異
的
な
文
化
が
、
エ
ジ
プ
ト
と
同
格
の
文
化
水
準
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
を
植
え
付
け
た
こ
と
。
そ
の
結
果
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
が
ス
キ
タ
イ
文
化
の
象
徴
の
ひ
と
つ
と
な
っ
た
こ

と
を
、
こ
の
本
の
表
題
が
示
唆
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
見
方
が
で
き
る
。 

 

ス
キ
タ
イ
の
時
代
は
、
現
代
か
ら
み
て
か
な
り
昔
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
実
態
の
究
明
は
、
発
掘
調
査
や

わ
ず
か
に
残
さ
れ
た
古
代
の
著
述
（
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
歴
史
家
ヘ
ロ
ド
ト
ス
な
ど
）
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

し
か
も
、
ス
キ
タ
イ
や
サ
ル
マ
チ
ア
（
サ
ル
マ
タ
イ
）
の
滅
亡
後
、
支
配
者
・
住
民
の
一
部
が
西
側
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
移
動
し
、
先
住
民
で
あ
る
ケ
ル
ト
人
や
ス
ラ
ブ
人
と
混
血
・
融
合
し
た
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

中
央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
、
ス
キ
タ
イ
・
サ
ル
マ
チ
ア
の
伝
承
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
に
関
す
る
伝
承
が
、
混

同
さ
れ
た
形
で
後
世
の
住
民
た
ち
に
伝
え
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
。 

 

ク
リ
ミ
ア
半
島
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
と
同
様
、
そ
の
驚
く
べ
き
ス
ケ
ー
ル
に
よ
っ
て
今
後
の
本
格
的
な
究
明

が
待
た
れ
る
ボ
ス
ニ
ア
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
。
こ
の
ボ
ス
ニ
ア
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
な
ど
の
紹
介

を
行
っ
て
い
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
次
に
示
す
）
に
記
載
・
投
稿
さ
れ
た
記
事
の
中
に
、
興
味
深
い
記
載
が
っ

た
。 
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オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
東
部
、
ド
ナ
ウ
川
流
域
の
低
地
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
「
ケ
ル
ト
人
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
」
と
呼

ば
れ
る
円
形
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
が
存
在
す
る
と
地
元
民
か
ら
聞
い
た
と
い
う
話
だ
。
こ
の
一
帯
は
か
つ
て
ロ

ー
マ
帝
国
と
サ
ル
マ
チ
ア
帝
国
の
境
界
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
だ
。
今
後
、
ク
リ
ミ
ア
半
島
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
さ

ら
に
究
明
し
て
い
く
過
程
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
中
欧
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
に
つ
い
て
も
、
関
連
に
つ
い
て
焦

点
を
当
て
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 

  

（
こ
の
論
文
の
た
め
に
作
成
し
た
図
は
、ta

in
y.n

e
t 

と
、v

ita
ly

-g
o
k

h
.n

a
ro

d
.ru

/

に
掲
載
さ
れ
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
図
を
も
と
に
作
成
し
ま
し
た
。） 

   

http://bibliotekar.ru/skify/index.htm
http://bibliotekar.ru/skify/index.htm
http://humansarefree.com/2013/03/groundbreaking-new-physics-surrounding.html
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